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道路事業 再評価

一般国道４７号 高屋道路

令和元年１２月１８日
国土交通省 東北地方整備局

たか や

資 料 ３－２

重点審議事業

令和元年度事業評価監視委員会（第２回）資料



起終点 ：自：山形県最上郡戸沢村大字古口

至：山形県最上郡戸沢村大字古口

延長(開通済)：３．４ｋｍ（ - km）
幅員 ：１２．０ｍ
道路規格 ：第１種第３級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ
事業化 ：平成１８年度
用地着手 ：平成２２年度
工事着手 ：平成２５年度

事業費・進捗率
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： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

道
路
種
別

： 2車線
車
線
数

その他凡例

： 市役所
： 役場
： H27センサス交通量
： 主要渋滞箇所

【トンネル部】

１．事業の目的と概要

高屋道路

○事業目的

○計画概要

・高屋道路は新庄酒田道路の一部を形成
・災害、事故による通行止め時の代替路の確保
・冬期の安全性向上
・酒田港へのアクセスルートの機能強化による産業支援

標準横断図

全体事業費
（うち用地補償費）

執行済み額※
（うち用地補償費）

全体進捗率※
（用地進捗率）

H28再評価時
（うち用地補償費）

完成
２１７億円

（１億円）

１０２億円

（０．６億円）

６９％

（６３％）

１４７億円

（１億円）
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位置図

も が み

※進捗率は平成31年3月末時点

社会情勢の変化

【土工部】

1

平面図



２．前回評価時からの周辺環境等の変化

◆平成29年度：東北中央自動車道（福島大笹生～米沢北）、余目酒田道路（庄内町廻舘～酒田市新堀）が開通。
◆平成30年度：東北中央自動車道（大石田村山～尾花沢）、新庄古口道路（戸沢村津谷～古口）、

東北中央自動車道（東根～東根北）が開通。
◆平成31年度：東北中央自動車道（南陽高畠～山形上山）が開通。

社会情勢の変化

H28
再評価時

R元年度末
予定

計画延長 約50km 約50km

開通済 12.3km
（24%）

21.3km
（43%）

事業中 18.4km
(38%)

9.4km
(19%)

▼新庄酒田道路の整備進捗状況
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： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

： 前回評価時からの
変更箇所

凡例
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東根IC

東根北IC

米沢北IC

米沢中央IC

米沢八幡原IC

南陽高畠IC

南陽高畠
～山形上山
H31.4開通
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３．事業の必要性（１）災害時の信頼性確保

原因
全面通行止め

発生回数・規制時間
（H元.4～H31.3）

災害 １７回（６．８日）

事故 ４３回（３．２日）

合計 ６０回（１０．０日）

事前通行
規制区間

資料：山形河川国道事務所

▼新庄～酒田間迂回経路
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通常時
55㎞
76分
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迂回時
168㎞
164分

迂回距離3倍
迂回時間約2倍

を解消

迂回距離3倍
迂回時間約2倍

を解消

過去30年間で
６０回全面通行止め発生

高屋道路

47

７

13

112

◆国道47号の並行区間には事前通行規制区間のほか、線形不良区間が存在。（5箇所）
◆災害・事故による全面通行止めが多く発生しており、山形河川国道管内の平均と比較して３倍となっている。
◆全面通行止め時には、広域迂回（迂回時間約2倍、迂回距離約3倍）を強いられるため、高屋道路を含む新庄酒田道路整備によ
るリダンダンシーの確保が必要。

▼延長あたり
全面通行止め発生回数
（H元.4～H31.3）

直轄国道

（管内※）

高屋道路

並行区間

4.2回/km

13.6回/km

約３倍

※山形河川国道事務所
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写真①

R=100

R=100

R=130

一般国道

主要地方道

［その他道路凡例］

評価対象区間（事業中）

事業中

［高規格幹線道路凡例］

災害による国道４７号の
全面通行止め発生箇所（過去10年※）

：高屋道路並行区間

：高屋道路並行区間外
※H20～H30

線形不良箇所

資料：平成27年度道路交通センサス
※昼間12時間平均速度より所要時間（上下平均）を算出

▼災害発生状況

▲戸沢村高屋地区の土砂崩れ（H30.8）

写真①

写真②

▲戸沢村古口地区のR47冠水被害（H30.8）

戸沢村役場

写真②



酒田港

高屋道路

新庄
新庄中核
工業団地

バイオマス発電所
（H30商業運転開始）

３．事業の必要性（２）産業支援

◆酒田港は、平成２３年にリサイクル貨物に係る日本海拠点港に指定されて以降、機能強化が進み、リサイクル関連貨物の取扱
量は東北第一位。平成３０年には東日本最大級の発電量となるバイオマス発電所が商業運転を開始。

◆バイオマス発電の燃料となる木材チップなどのリサイクル貨物の多くが国道４７号を利用して輸送される一方、国道47号が事故
災害により通行止めとなった時には、国道１１２号への迂回が必要な状況。

◆高屋道路の整備により、道路の信頼性が向上し、沿線地域におけるリサイクル事業の支援が期待。

276 263 228
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酒田港 能代港 八戸港 釜石港

（千トン） リサイクル関連貨物取扱量
が東北地方で最も多い

出典）平成30年酒田港湾統計年報、
平成29年岩手県港湾統計年報、
平成30年港湾統計年報（秋田県）、平成29年八戸港統計年報

※リサイクル関連貨物：窯業品、金属くず、再利用資材、廃棄物、 廃土砂として移入出量、輸入出量を合計

岸壁延伸
一部整備完了

H30.4

航路・泊地
整備完了防波堤延伸

（整備中）

ふ頭用地等整備
（整備中）

国際ターミナル
第2号コンテナクレーン
（２基体制となる）
H25.11供用
H31.4(1台更新)大型化

ｺﾝﾃﾅ荷役機械「ﾘｰﾁｽﾀｯｶｰ」
H25.  4配備（1台目）
H26.12配備（2台目）
H27.11配備（3台目）

コンテナヤード拡張
3ヘクタール供用開始
（H28.11）

荷さばき用倉庫
「古湊ふ頭上屋」

H25.4供用

東北最大級の木質バイオマス発電所
H30.8 本稼働

７

新潟方面

秋田方面 ＜凡例＞

国事業 県事業

酒田港外港地区
国際物流ターミナル

整備事業箇所

南防波堤延伸
整備完了
H25.7

《 事業者の声 》
• 国道47号通行止めが長期間続く場合は、

新庄から酒田港への木材チップの輸送は
国道112号へ迂回する事を考えている。

• 国道112号迂回時は、輸送距離が長いの
に加え、輸送頻度が下がる（2往復/台・
日⇒1往復/台・日）ため、通常時に比べて
輸送コストが多くかかる。

• 輸送には、トレーラー(10t積載）を利用して
おり、降雪時期の国道47号は最上川沿い
で急カーブが連続し冬期の難所である。

• 高屋道路等が整備されることにより冬期も
含め新庄工場から酒田港への安定した輸
送が可能となる。

※R元.12木材チップ事業者ヒアリング調査結果より

▼機能強化が進む酒田港

▼東北地方のリサイクルポート
におけるリサイクル関連貨物取扱量

4

出典）R元.12ヒアリング調査より作成

木材チップ輸送(通常時)
木材チップ輸送(R47通行止時)
間伐材集荷輸送
間伐材輸送元

国道47号通行止めによる損失額

約2.1億円※

※地域全体の供用後50年間の総計（試算値）
費用便益分析マニュアル（H30.2）における、

通行止めを考慮した便益（走行時間短縮便益
と走行経費減少便益の和）

▼山形県内陸部から庄内地域への木材チップの輸送と
国道47号通行止め時の迂回状況

資料：平成27年度道路交通センサス
※昼間12時間平均速度より所要時間（上下平均）を算出

最上地区

間伐材集荷
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工場にて
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168km
164分

迂回時
168km
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76分
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76分
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過去30年間で
６０回全面通行止め発生
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３．事業の必要性（３）安心安全の確保

R=100

▼国道47号の事故発生箇所、線形不良箇所と区間別死傷事故率（冬期） ▼並行現道の事故発生割合

資料：イタルダデータ（Ｈ26-29）

通常期：3～11月、冬期12～2月

◆当該区間は、路面凍結が発生しやすく、線形不良箇所が多数存在し、新庄酒田間で冬期の死傷事故率が最も高い。
◆重大事故である正面衝突事故の発生割合は、県直轄国道平均を大きく上回り、特に冬期においてその傾向が顕著。
（通常期：20％（県直轄国道平均6％）、冬期：30％（県直轄国道平均12％））
◆事故に伴う通行規制回数も、冬期は通常期の約2倍の頻度で発生。
◆高屋道路の整備により、冬期凍結危険箇所、線形不良箇所が回避され、安全性向上や信頼性向上が期待。

▼事故による通行規制状況

資料：山形河川国道事務所
（H26.1-H31.3）

約2倍

5

▲戸沢村草薙地区の
事故発生状況（H28.1）

▲線形不良箇所

写真①

写真②
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R=100
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拡大図

資料：イタルダデータ（Ｈ26-29）

冬期12～2月

高屋道路並行現道は、
冬期の事故が多く、並行
区間で最も高い事故率

冬期の正面衝突事故割
合は、管内平均の約2倍

国道47号平均※

41.4件/億台キロ

※国道47号（新庄～酒田）
現道区間

写真②

写真①

事故発生箇所
（冬期）
線形不良
箇所



３．事業の必要性（４）周遊観光支援

■観光関係者の声

】

・高屋道路等の整備による移動時間短縮により、
滞在時間増や観光消費増が期待されるため、よ
り観光客に満足してもらえる取り組みを企画して
いきたい。

・新庄酒田道路がつながることで、尾花沢市等の
内陸部へのツアーが延伸する可能性がある。
【R元.5 最上川舟下り、

H30.9観光コンベンション協会】

1回 3回
5回5回 4回 4回

5回 2回

3回

2014 2015 2016 2017 2018 2019

日本船籍
外国船籍

出典：酒田港湾事務所

▼ 外国クルーズ船
(ダイヤモンドプリンセス)

▼ 酒田港へのクルーズ船
寄港回数

E7

山形県

至 新潟

秋田県

至 由利本荘

E48

E48

E7

宮城県

E13

新庄酒田道路
延長 約50km

最上川舟下り

山居倉庫

酒田港

国道47号を利用した
周遊ルート

供用済区間

事業中区間

未事業化区間

凡 例

E13

出典）ダイヤモンド・プリンセス酒田港寄港概要（山形県、H30.6.7）

オプショナルツアーの来訪箇所

▼ 最上地域の観光客・外国人観光客数（千人）

出典：山形県観光統計（観光客数：年度、外国人観光客数：年単位）
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0

1,000

2,000

3,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

観光客数

外国人観

光客数

新庄ふるさと歴史センター

増加傾向

増加傾向

最上川舟下り

高屋道路

◆酒田港は平成29年に初めて外国クルーズ船が寄港し、近年外国船籍の寄港回数が増加。
◆平成31年4月のオプショナルツアーでは、庄内地域に加え最上川舟下りなど最上地域の主要観光地にも周遊。
◆最上地域の外国人観客数は増加傾向で推移しており、高屋道路を含む新庄酒田道路の整備により、最上地域をはじめとした
内陸部への更なる周遊観光促進が期待。

銀山温泉

国道47号
一部整備により
新庄まで拡大

新庄酒田道路整備
により、新たに立寄
りの可能性

▼ 酒田港寄港クルーズ船のオプショナルツアー来訪箇所
※国道47号を利用した周遊例

6

《酒田港90分カバー圏》
現況（R元.10）
新庄酒田道路全線開通後

７

47

112

47

13

７

13

347

舟形若あゆ温泉

赤倉温泉 鳴子峡瀬見温泉

新庄ふるさと

歴史センター

まむろ川

温泉

神室温泉



４．事業計画の変更内容（１）

7

高屋道路の事業費増（全体事業費147億円→217億円） 増 48％（増70億円）

位置図

高屋道路 延長3.4km 最
上
郡
戸
沢
村
大
字
古
口

も
が
み

と
ざ
わ
む
ら

ふ
る
く
ち

至酒田

事前通行規制区間 延長8.0km（連続雨量150mm）

(仮)高屋トンネル

延長350m

(仮)有田沢橋

延長22m

(仮)猪ノ鼻トンネル

延長2,926m

(起)

N

最
上
郡
戸
沢
村
大
字
古
口

も
が
み

と
ざ
わ
む
ら

ふ
る
く
ち

(終)

①既設ＪＲトンネルの事前補強対策の追加
②高屋トンネル補助工法等の見直し

至新庄

項 目 増 額
（億円） 増額要因 概 要

工
事

①既設ＪＲトンネル事前補強対策の追加 14 現場条件による変更
・近接度区分に基づき既設ＪＲトンネルの事前補強対策工の追加
・既設ＪＲトンネルの変形や軌道変位への影響を抑えるため健全度判定及び解析を行い
内巻コンクリート工などの対策を追加

②高屋トンネル補助工法等の見直し 56 現場条件による変更 ・既設トンネルの健全度を踏まえて軌道変位などの影響検討の解析を行い、トンネル補助工
法や掘削方法の大幅な見直し、崖錐区間での既設ＪＲトンネルの沈下対策等を追加

計 70



４．事業計画の変更内容（２） 現場条件による変更

経 緯

○当初は、近接構造物対策として実績の多い先受け工（パイプルーフ）等を高屋トンネルの補助工法に採用することで施工可能と想定。

○H30.2～ 既設ＪＲトンネルはレンガ覆工トンネルであり、H30からＪＲ東日本で既設トンネルの構造調査を行ったところ、高屋トンネル施工に

よる既設ＪＲトンネルの変形や軌道変位（ズレ）などの影響が見込まれる事が確認されたため、事前に補強対策が必要となった。

そのため、高屋トンネル施工時に実施する補助工法による影響度合いの解析等を実施し、本工事の影響を考慮したＪＲトンネル事前補強対策

を検討した。

○H31.3～R1.8において 「（仮）高屋トンネル」施工技術検討委員会を開催し、本トンネル工事による影響範囲、ＪＲトンネルの補強対策の効果

解析等について検討を行い、既設ＪＲトンネル及び高屋トンネルにおける補強対策内容が決定された。

離隔確保が原則必要な、「保護層」を通過
するため十分な解析と対策工が必要

■既設JRトンネル点検状況（Ｈ３０．１１)

●ＪＲでの踏査結果（既設ＪＲトンネルの調査等）
①経緯
H22JRトンネル点検での健全度では補修予定はなかった。H30.11に現地での調査を行ったと

ころ、高屋トンネル工事による損傷影響が見込まれ影響予測を行った。
②補助工法の見直し
当初、補助工法（パイプルーフ）は近接構造物対策としての先進事例を参考に計画していた

が、現地踏査後の影響予測にあたり、運行中の変位について「限りなくゼロ」との条件を受けたた
め、補助工法（パイプルーフ）規模の大幅な見直しが必要となった。

施工技術検討委員会
(2019.08.09)

トンネル交差による既設トンネルへの影響

保護層

要対策範囲

要注意範囲

要注意
範囲

要対策
範囲

JR交差範囲
横断図

【近接度区分】Ｄ：トンネル外径
■保護層範囲：最小５ｍ範囲
⇒離隔をとることを原則とする範囲

■要対策範囲：２Ｄ未満
⇒既設構造物に変位や変形等の影響
が及ぶため必要な対策工を行う範囲

■要注意範囲：２～３．５Ｄ未満
⇒既設構造物に変位や変形等の影響
が及ぶ可能性のある範囲

高屋トンネル

8



４．事業計画の変更内容（３） ①既設ＪＲトンネル事前補強対策（対策工）

9

現場条件による変更

①既設ＪＲトンネル事前補強対策（＋14億円）
■当初計画： 0億円

当初計画時は、高屋トンネルの補助工法で対応可能と想定
■変更計画： 14億円

高屋トンネル施工に起因して、既設ＪＲトンネルの変形や軌道の変位
等の影響を及ぼすことが構造解析等で予測されたため、既設ＪＲトンネ
ルの補強対策が必要。

委員会での提言により、事前補強対策として裏込め注入工、セントル・
ストラット補強工及び内巻コンクリート工を近接し影響が予測される範囲
（制限範囲）において補強対策を実施。

当初計画 変更計画 変動
既設ＪＲトンネル
事前補強対策

－ｍ
（－億円）

135m
（14億円） ＋14億円

所要額 －億円 14億円 +14億円

制限範囲 L=135m
凡例

：制限範囲

■対策なし
当初計画時は、高屋トンネルの
補助工法で対応可能と想定。

①裏込め注入工 ： レンガ覆工背面空洞を充填し、地山の安定化を図り、覆工の変形を抑制。
②レンガ覆工目地補修 ： 目地部に注入し、レンガ覆工の一体化を図る。
③ストラット補強工（H-100×100×6×8@1.0m）

： トンネル底版にH形鋼を設置し、セントル補強工と一体となってトンネルの変形を抑制。
④セントル補強工（H-100×100×6×8@1.0m）

： トンネル内面にH形鋼を設置し、トンネルの変形を抑制。
⑤内巻コンクリート工 ： セントル補強工のＨ形鋼と併せて覆工を補強し、レンガ等の剝落を防止。

当初

Ａ－Ａ断面拡大図
①裏込め注入工

②レンガ覆工
目地補修

④セントル
補強工

③ストラット補強工
⑤内巻コンクリート工

レンガ覆工

既設ＪＲトンネル断面図既設ＪＲトンネル断面図

A A 既設レンガ覆工

④セントル補強工
(Ｈ形鋼）

⑤内巻コンクリート工
(無収縮モルタル）

100

埋設型枠



４．事業計画の変更内容（４） ②高屋トンネル補助工法等の見直し（対策工）

10

現場条件による変更

②高屋トンネル補助工法等の見直し（＋56億円）
■当初計画： 7.3億円

既設ＪＲトンネルと近接することから、先進事例を参考にした補助工法
を採用
■変更計画： 63.3億円

既設ＪＲトンネルの健全度評価結果やＪＲ協議等により軌道変位量等
を抑制する対策が必要となり、追加地質調査やFEM解析を用いてトン
ネル施工による影響度合いを検討。その後、委員会での検討を踏まえ
補助工法等の規模や掘削工法、施工時間制約ならびに挙動計測等、
工事内容の大幅な見直しを実施。併せて、崖錐区間におけるパイプ
ルーフ間の土砂の抜け落ちや崖錐域全体の沈下に対する補強対策と
して薬液注入工も実施。

当初計画 変更計画 変動

ト
ン
ネ
ル
工

補助工法
（パイプルーフ）

130m
（6.4億円）

199m
（58.3億円） ＋51.9億円

補助工法
（長尺鋼管フォアパイ

リング）

50m
（0.9億円） ー －0.9億円

崖錐区間の
補強対策

－
（－億円）

4,000m3
（5.0億円） ＋5.0億円

所要額 7.3億円 63.3億円 +56億円

当初

■支保パターン（ＤⅢ）
■掘削工法

・全断面掘削工法（インバート早期閉合）
（全断面同時に掘削し、すぐに閉合し掘削直後
に安定性の高いトンネルを形成することで変形を
抑制する工法）

■補助工法（近接度区分判定による対策範囲）
・パイプルーフ （Φ1,016） 上半180°、L= 95m
・パイプルーフ （Φ1,016） 上下半、 L=104m

■施工制約
・運行中の変位は「限りなくゼロ」との条件を受け、達成が
困難なことから、制約時間内での施工へ変更

■挙動計測
・軌道変位調査の他に既設ＪＲトンネルの変位調査、
地山変位及び24時間の挙動計測

パイプルーフ
φ1016

インバート早期閉合
（鋼製インバートストラット

＋ 吹付コンクリート）

■対策なし

【補助工法等】

【崖錐区間の補強対策】
■薬液注入工法

・既設ＪＲトンネルから崖錐区間へ薬液を注入し
固結させ沈下を防ぐ。

【崖錐区間の補強対策】

【補助工法等】

薬液注入
ＪＲトンネル底面

■支保パターン（ＤⅢ）

■掘削工法
・上半先進ベンチカット工法
（上半分を先行して掘削してから下半分を掘削し、その後約1ヶ月後に
閉合する工法で、既設ＪＲトンネルへの影響はないと想定）

■補助工法
・長尺鋼管フォアパイリング（AGF） 上半120°、L= 50m
・パイプルーフ（Φ800） 上半120°、L=130m

■施工制約
・運行中も施工可能と想定し、24時間施工としていた

■挙動計測
・軌道変位調査

上半掘削

下半掘削

全断面掘削

全断面掘削
（下半部同時掘削）

※崖錐とは：急傾斜地などから剥離した岩屑類
が下部斜面に堆積して出来た地形

が い すい

が い すい

が い すい がん せつ



５．コスト縮減への取り組み内容（トンネル湧水処理計画の見直し）

11

濁水処理設備

河川

清水は濁度・ｐＨを確認し、異常がない場合は
直接河川へ放流

Ｐ

■トンネル湧水処理計画の見直し（減0.04億円）
○当初計画：0.12億円

トンネル湧水（濁水処理不要）を工事排水（濁水処理必要）と
合流させ濁水処理
○変更計画：0.08億円

トンネル湧水（濁水処理不要）を工事排水（濁水処理必要）と
分離し、濁水量を低減することで濁水処理に必要な薬品使用量
を縮減 ■清水と濁水の分離状況

当初計画 （清水と濁水を合流して濁水処理）

当初計画 変更計画 変動

トンネル湧水処理
計画の見直し

69.9t(薬品)
（0.12億円）

50.5ｔ(薬品)
（0.08億円） －0.04億円

所要額 0.12億円 0.08億円 －0.04億円

ボーリング孔
切羽

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔

濁水（工事排水）

トンネル湧水
（清水）

合流管

濁水処理設備

河川

放流
坑口部

濁度・ｐＨを放流の
基準値以下とする

清水と濁水の合流

濁水
清水

濁水

切羽

トンネル湧水
（清水）

放流

放流

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔

濁水（工事排水）

坑口部

分離配管

清水タンク

変更計画 （清水と濁水を分離して濁水処理量を低減）

清水と濁水の
分離配管

清水タンク

せいすい



６．事業の投資効果

12

●Ｂ＝１８４、Ｃ＝２１７

●Ｂ＝２１７、Ｃ＝９０

○計画交通量（Ｒ１２） １１，０００台/日

Ｒ１今回（全体）

※基準年（令和元年度）における現在価値換算した金額

○計画交通量（Ｒ１２） １１，８００台/日

●Ｂ＝１８４、Ｃ＝８４

○計画交通量（Ｒ１２） １１，０００台/日

Ｒ１今回（残事業）

●Ｂ＝２１７、Ｃ＝１４８
○計画交通量（Ｒ１２） １１，８００台/日

基本
ケース

費用C（現在価値） 217
事業費（億円） 203

維持修繕費（億円） 14

便益B（現在価値） 184
走行時間短縮便益（億円） 165

走行経費減少便益（億円） 13

交通事故減少便益（億円） 7.3

Ｈ２８前回（残事業）Ｈ２８前回（全体）

基本
ケース

費用C（現在価値） 84
事業費（億円） 70

維持修繕費（億円） 14

便益B（現在価値） 184
走行時間短縮便益（億円） 165

走行経費減少便益（億円） 13

交通事故減少便益（億円） 7.3

※基準年（令和元年度）における現在価値換算した金額

※本事業は「防災面の効果が特に大きい事業」のため、B/C算出対象外



○山形県知事の意見

１．「対応方針（原案）」案のとおり「継続」で異議ありません。

２．一般国道４７号高屋道路は、格子状骨格道路ネットワークを形成し、災害時の広域的代替機能の強化や救急医療活動への支援はもとより、

産業、経済、観光の振興を図るためにも極めて重要な路線であり、コンテナ貨物の取扱数量や外国クルーズ船の寄港回数が増加する酒田港の

利活用の面からも、大きな役割を担うものです。

本県では、「やまがた創生総合戦略」や「山形県道路中期計画2028」において“高速道路・地域高規格道路の整備”の重要性について盛り込ん

でいるところであり、引き続き、コスト縮減にも十分に配慮しながら、早期完成を目指すとともに、着実な予算の確保をお願いします。また、併せて、

一般国道４７号の事前通行規制解消に向け、本事業区間前後区間についても、早期に事業に着手するようお願いします。

○トンネル湧水処理計画を見直しによるコスト縮減を図るとともに、引き続きコスト縮減を検討しながら事業を推進していく

１）事業を巡る社会情勢等に関する視点

事業目的である災害・事故による通行止め時の代替路の確保、冬期の安全性向上、酒田港へのアクセスルートの機能強化による産業支援に必要

な状況は変化していない

２）事業の進捗状況 新庄～酒田間約５０kmのうち、約２１．３kmが開通

事業継続

（理由） 最上地域と庄内地域の連携の強化を図るとともに、災害、事故による通行止め時の代替路の確保、冬期の安全性向上等のため、早期整

備の必要性が高い

○開通時期については、完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定

７．事業の必要性に関する視点

８．事業の進捗の見込みの視点

９．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

１０．地方公共団体等の意見

１１．対応方針（原案）
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１２．事業の進捗状況

一般国道47号 高屋道路 工事進捗状況

高屋道路 Ｌ＝３．４ｋｍ
た か や

山
形
県
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沢
村
大
字
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口
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が
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お
お
あ
ざ
ふ
る
く
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戸沢村

47

高屋道路

山形県

有田沢橋
L=22m

ありたさわ

猪ノ鼻トンネル
L=2,926m

いのはな

高屋トンネル
L=350m

たかや

位置図

①

たのさわがわ

施工中 施工済み

R1.10末現在凡例 構造物名は仮称

着工前

②猪ノ鼻トンネル 終点側
いのはな

①猪ノ鼻トンネル 起点側
いのはな

③高屋地区
たかや

②

③

至 酒田市

至 新庄市

Ｎ

終点側から起点側を望む
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